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２０２３年５月３１日作成 
  

１．会社概要 
  

○事業所名及び  有限会社 丸正北海総業    
代 表 者 氏 名  代表取締役 溝渕 春男   

 
○所 在 地  本社： 
          札幌市東区北３２条東６丁目２番２６号 
          TEL  ０１１－７５３－４９１３ 
          FAX  ０１１－７２１－３９８２ 
          Email  mhs.hokkai@gol.com 
               
          中間処理センター： 
          札幌市白石区東米里２５０６番地２他 
          TEL  ０１１－８７５－５６４４ 
          FAX  ０１１－８７５－５６４４ 
 
          苫小牧積替保管所： 
          苫小牧市字美沢３９０番１３ 
 
○環境管理責任者  溝渕 巨敏 
 及 び 連 絡 先  TEL  ０１１－７５３－４９１３ 
          FAX  ０１１－７２１－３９８２ 
          Email  mhs.hokkai@gol.com 
 
○事 業 の 内 容  産業廃棄物中間処分業、産業廃棄物収集運搬業、 
          一般産業廃棄物収集運搬業（伐採物・伐根等） 
 
○事 業 の 規 模   

 単位 2020 年 2021 年 2022 年 
2020 年 1 月～

12 月 
2021 年 1 月～

12 月 
2022 年 1 月～

12 月 
売上高 百万 646 667 756 
従業員数 人 32 32 32 

敷地面積（東米里） ㎡ 10,332 10,332 10,332 
敷地面積（苫小牧） ㎡ 242,768 242,768 242,768 

合計 ㎡ 253,090 253,090 253,090 
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○法人設立年月日  平成元年１１月２９日 
 
○資 本 金  ５００万円 
 
○売 上 高  事業の規模のとおり 
 
○組 織 図  従業員数 ３４名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                                      
○許 可 の 内 容  １．産業廃棄物処分業（詳細は別紙１のとおり） 
            許 可 番 号 第０５１２００１８６４４号 
            許 可 年 月 日 平成３１年１月１８日 
            許可の有効年月日 令和８年１月１７日 
 
          ２．産業廃棄物収集運搬業（詳細は別紙２のとおり） 
            許 可 番 号 第００１１００１８６４４号 
            許 可 年 月 日 令和元年６月３日 
            許可の有効年月日 令和８年６月２日 
 
          ３．一般廃棄物収集運搬業 
            許 可 番 号 札清一廃伐根許可 第８３号 
            許 可 年 月 日 令和３年７月５日 
            許可の有効年月日 令和５年７月４日 
 
  

代表取締役

溝渕 春男

取締役

４名

総務・経理部

５名

営業部

４名

運搬部

９名

処理センター部

１１名
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別紙１ 
２０２３年５月３１日作成 

  

産業廃棄物処分業（優良） 
 
○許可の内 容 
１．許 可 番 号  第０５１２００１８６４４号（札幌市） 
２．許 可 年 月 日  平成３１年１月１８日 

許可の有効年月日  令和８年１月１７日 
３．事 業 の 概 要   
 建設、解体工事現場等より発生する建設系混合廃棄物（廃プラスチック類（石

綿含有産業廃棄物を含む）、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ガラスく

ず、コンクリートくず及び陶磁器くず（石綿含有産業廃棄物を含む）、がれき類

（石綿含有産業廃棄物を含む））を再資源化できるものとできないものに選別

し、再資源化できるものはリサイクル業者に処理委託し、できないものは最終処

分場へ排出することを事業とする。 
 
 
４．事 業 の 範 囲  選別（下記の産業廃棄物（工作物の新築、改築又は

除去に伴って生じたものに限る。） 
ア．廃プラスチック類 
イ．紙くず 
ウ．木くず 
エ．繊維くず 
オ．金属くず 
カ．ガラスくず、コンクリートくず（工作物の新

築、改築又は除去に伴って生じたものを除く）及

び陶磁器くず 
キ．がれき類 
（石綿含有産業廃棄物を含むものはア、カ、キに

限る。）  
 
○施設等の状況 
 １．事業の用に供する施設 

種類 設置場所 設置年月日 処理能力 
選別 札幌市白石区東米里 2506 番地 2 外 平成 20 年 8 月 21 日 57ｔ/日 
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別紙２ 
２０２３年５月３１日作成 

  

産業廃棄物収集運搬業（優良） 
 
○許可の内 容 
１．許 可 番 号  第００１１００１８６４４号（北海道） 
２．許 可 年 月 日  令和元年６月３日 

許可の有効年月日  令和８年６月２日 
３．事 業 の 概 要 
 排出事業者との契約に基づいて、排出現場から発生する産業廃棄物は収集運

搬し、積替保管を行い、排出事業者の指示に従い収集運搬する。なお運搬の際は

運搬基準を遵守し、取り扱う廃棄物を適正に処理できる処理施設へ搬入する。廃

油はドラム缶に入れ、密閉した上で倒れないように固定し運搬する。 
 
４．事 業 の 範 囲  廃油、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維く

ず、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コンクリー

トくず及び陶磁器くず、がれき類。 
以上、石綿含有産業廃棄物であるものを含む。 
また、水銀使用製品産業廃棄物であるものを含む 
積替保管あり。 

○施設等の状況 
 １．運 搬 車 輌   （かっこ内は昨年度） 

   種  類 台  数 うち低公害車 
ダンプ ９（９） ８（８） 

キャブオーバ ５（４） ２（２） 
バン ３（３） ３（３） 

合  計 １７（１６） １３（１３） 
                  ※２０２２年１２月末現在 
 ２．積替保管施設（苫小牧市字美沢 390 番 13） 

    廃棄物の種類 面積（㎡） 保管上限（㎥） 
１ 廃プラスチック類 ２８．７５ ３５．９４ 
２ 紙くず ８．００ ８．００ 
３ 木くず ２９．００ ３６．２５ 
４ 繊維くず ４．００ ２．００ 
５ ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず １１．５０ ５．７５ 
６ 金属くず １１．５０ ５．７５ 
７ がれき類 １７．２５ １２．９４ 
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別紙３ 
２０２２年５月３１日作成 

 

産業廃棄物処理フローチャート 
 
○中間処理センター（産業廃棄物処分業） 

           

 

 

 

 

 

 

 

廃プラスチック類

(有)丸正 北海総業

中間処理センター

選別処理

(株)苫小牧清掃社

中間処理：破砕

(有)そらまめカンパニー

最終処分：安定型埋立

紙くず

(有)丸正 北海総業

中間処理センター

選別処理

(株)苫小牧清掃社

中間処理：破砕

木くず

(有)丸正 北海総業

中間処理センター

選別処理

日本公防(株)
中間処理：破砕

繊維くず

(有)丸正 北海総業

中間処理センター

選別処理

(株)苫小牧清掃社

中間処理：破砕

空知総合環境(株)
最終処分：管理型埋立

金属くず

(有)丸正 北海総業

中間処理センター

選別処理

(株)マテック

中間処理：破砕

ガラスくず、コンク

リートくず及び陶磁

器くず

(有)丸正 北海総業

中間処理センター

選別処理

リサイクルファクトリー(株)
中間処理：破砕

(株)親電工

最終処分：安定型埋立

がれき類

(有)丸正 北海総業

中間処理センター

選別処理

角山開発(株)
中間処理：破砕

(株)親電工

最終処分：安定型埋立

石膏ボード

(有)丸正 北海総業

中間処理センター

選別処理

吉野石膏㈱

中間処理：破砕

㈱R＆E
最終処分：管理型埋立
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○苫小牧積替保管所（産業廃棄物収集運搬業） 

           

 

 

 

 

 

 
 
  

廃プラスチック類

(有)丸正 北海総業

苫小牧積替保管所

保管場所１

(株)苫小牧清掃社

中間処理：破砕

(有)そらまめカンパニー

最終処分：安定型埋立

紙くず

(有)丸正 北海総業

苫小牧積替保管所

保管場所２

(株)苫小牧清掃社

中間処理：破砕

木くず

(有)丸正 北海総業

苫小牧積替保管所

保管場所３

日本公防(株)
中間処理：破砕

繊維くず

(有)丸正 北海総業

苫小牧積替保管所

保管場所４

(株)苫小牧清掃社

中間処理：破砕

空知総合環境(株)
最終処分：管理型埋立

金属くず

(有)丸正 北海総業

苫小牧積替保管所

保管場所６

(株)マテック

中間処理：破砕

ガラスくず、コンク

リートくず及び陶磁

器くず

(有)丸正 北海総業

苫小牧積替保管所

保管場所５

リサイクルファクトリー(株)
中間処理：破砕

(株)親電工

最終処分：安定型埋立

がれき類

(有)丸正 北海総業

苫小牧積替保管所

保管場所７

角山開発(株)
中間処理：破砕

(株)親電工

最終処分：安定型埋立
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別紙４ 
２０２３年５月３１日作成  

処理実績 
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別紙５ 
制定（改定）年月日 

制定 ２０１７年１月１日 
改訂 ２０２３年４月１日 

 

 

 

環境活動に係る社内組織図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境管理責任者

溝渕 巨敏

代表取締役

溝渕 春男

総務・経理部

溝渕 玲子

営業部

竹田 昌浩

運搬部

佐藤 秀昭

処理センター部

溝渕 相弘

環境管理事務局

溝渕 玲子

社  長 環境管理 
責 任 者 

  

2023/4/1 2023/4/1 

・環境方針の作成 

・環境管理責任者の任命 

・環境経営システムの全体

評価と見直し 

 
・目標管理、計画の立案 

・実施スケジュールの管理 

・外部コミュニケ―ション

窓口 

・エコアクション２１全体

の運営・維持・統括管理 

・社長との連携 

・各部門への指示 

 

・事務局会議への出席 

・各部門職印への連絡、指示 

・安全訓練の実施 

・データの収集、報告 

・担当業務範囲における手

順書に基づいた運用管理 

 

溝
渕 

 
溝
渕 
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２．環境経営方針 

有限会社 丸正北海総業 環境経営方針 

基本理念 
有限会社 丸正北海総業は、企業活動を通して地球環境負荷の低減に努め、産業廃棄物の

適正処理を行い、社会環境におけるエネルギー削減を掲げ全社員一丸となり循環型社会形

成推進に取り組み、より一層のリサイクル率の向上・廃棄物の軽減を実践し継続していき

ます。 
 

環境経営方針 
・当社全事業における環境関連法令を遵守し適正処理を実行します。 

・廃棄物の軽減に取り組み更なるリサイクル率向上に努めます。 

・CO２排出量の削減（運搬車・重機類・営業車・電気）に取り組みます。 

・化学物質使用量の低減に取り組みます。 

・各事業所の地域・町内活動及び行事等に率先参加し環境保全に貢献します。 

 
重点実施事項 

・各事業場廃棄物収集又は当社中間処理センターでの受け入れの際、各廃棄物が適正物で

あるか細部まで確認して収集運搬を実行します。 

・環境経営活動の発展を目指し、環境についての知識を深め、各法令を遵守するとともに、

取組を促進する体制を整えます。 

・リサイクル率向上を図るため各事業所への廃棄物分別等の協力を促進し、同時に環境活

動のご理解を頂く活動を行います。 

・全車両に導入した GPS システムを活用し、収集運搬車両の配車、事業場までの経路等を

迅速に計画してこれまで以上のエネルギー削減に取り組みます。 

・環境経営レポートを公表し、当社が掲げた目標達成に邁進し地球環境に優しい社会を目

指します。 

制定日 ２０１７年１月１日 
改定日 ２０２１年４月１日 

代 表 取 締 役  溝 渕  春 男 
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２０２３年５月３１日作成 

  

３．環境経営目標と実績 
 

（１）「２０２２年の環境目標及び達成状況」 
 項  目 

（単位） 
実施事項 

２０２１年 
(１月～１２月) 

２０２１年 
(１月～１２月) 

２０２２年 
(１月～１２月) 

基準年実績 実績 実績 目標 

① 
二酸化炭素の削減 

（kg‐CO２/売上高（百万円） 

総排出量の削減 
基準年実績から 3％向上 

1,086 1,086 957 1053 

② 
水使用量の削減 

（㎥） 

水使用量の削減 
基準年実績を維持 

24 24 24 24 

③ 
廃棄物の削減 

（ｔ） 

紙使用量の削減 
基準年実績から 3％向上 

0.78 0.78 0.78 0.75 

一般廃棄物の削減 
基準年実績を維持 

0.96 0.96 2.5 0.96 

④ 

環境分野における重点

実施事項 

（リサイクル率、％） 

リサイクル率の向上 
基準年実績から 3％向上 

46 46 49 49 

⑤ 
化学物質の使用量 

（化学物質量、ｋｇ） 

化学物質使用量の削減 
基準年度使用量を維持 

500 500 49 500 

備考 
1.２０２１年を基準年とし、各項目について削減の目標を設定した。 
2.電気事業者別の CO２排出係数は０．６０１（２０２２年１月７日環境省発表）

を使用した。 
 ２０２２年の CO2 排出量：７２３,４６１.８９㎏－CO2 

3.水使用量は水道使用量を集計。中間処理センター、苫小牧積替保管場所は水使用

実績なし 
4.③一般廃棄物の削減はゴミ袋、コピー用紙の購入量を集計 
5.④受入廃棄物のリサイクル率は中間処理後の産業廃棄物のうち再資源化数量÷中  
  間処理後処分量合計にて算出した。 
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「２０２２年～２０２４年までの中期環境目標」 
 

項  目 実施事項 
基準年 

２０２１年 
２０２２年 ２０２３年 ２０２４年 

① 
二酸化炭素の 

削減 

総排出量の 

削減 
１０８６ 

基準年実績から 

３％向上 

基準年実績から 

５％向上 

基準年実績から 

７％向上 

② 水使用量の削減 
水使用量の 

削減 
２４ 

基準年実績を 

維持 

基準年実績を 

維持 

基準年実績を 

維持 

③ 廃棄物の削減 

紙使用量の 

削減 
０．７８ 

基準年実績から 

３％向上 

前年度実績を 

維持 

前年度実績を 

維持 

一般廃棄物の 

削減※ 
０．９６ 

基準年実績を 

維持 

基準年実績を 

維持 

基準年実績を 

維持 

④ 
受入廃棄物のリサ

イクル率の向上 

リサイクル率

の向上 
４６ 

基準年実績から 

３％向上 

前年度実績から

５％向上 

基準年実績から 

７％向上 

⑤ 
化学物質使用量の

削減 

化学物質使用

量の削減 
５００ 

基準年実績を 

維持 

基準年実績を 

維持 

基準年実績を 

維持 

 

①二酸化炭素の削減 

・基準年の総排出量の算出方法は２０２１年１月～１２月の CO２排出量÷ 

２０２１年１月～１２月の売上高による 

※電気事業者別の CO２排出係数は０．６０１（２０２２年１月７日環境省発表）

を使用する。 
・年間の売上達成目標を基準に達成可能な数値を考慮して設定 

 

②水使用量の削減 

水道使用量による。 

・業務時間の短縮により達成可能な数値を考慮して設定 

 

③廃棄物の削減 

イ）紙使用量は紙の購入量（コピー用紙）による。 

ロ）一般廃棄物は札幌市ゴミ袋購入数と札幌市焼却施設へのゴミ運搬量による。 

・業務時間の短縮により達成可能な数値を考慮して設定 

 

④受入廃棄物のリサイクル率の向上 

別紙４「処理実績」による。 

・事業拡大を視野に入れ、現状で実現可能な数値を考慮して設定 

 

⑤化学物質の使用量を把握 

・塗料、うすめ液の使用量による。 

・基準年実績を維持していく（業務内容によりコントロールが困難なため）。 
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（３）「ボランティア活動、地域貢献活動」 

○札幌市 
 １．予定  ア）実 施 日：夏季 
         活動内容：事業所付近のゴミ拾い、町内清掃 
       イ）実 施 日：冬季 
         活動内容：除雪作業 
 
２．実施  ア）町内の清掃活動に参加してゴミ拾いを行った。 
      イ）予定通り除雪作業を行った。 

 
○苫小牧市 
 １．予定  ア）実 施 日：夏季 
         活動内容：事業所付近のゴミ拾い、町内清掃 
       イ）実 施 日：冬季 
         活動内容：除雪作業 
 
２．実施  ア）事業所付近のゴミ拾いを行った。 
      イ）予定通り除雪作業を行った。 
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２０２３年５月３１日作成 
  

４．主な環境経営計画の内容 
 
 区分 内容 部門 責任者 
①  電気 ・空調温度の調整 

・可能な限りの消灯 
・残業削減による使用エネルギー節

減 
 

全体 溝渕巨敏 

② 軽油 ・車載エアコンの温度調節 
・GPS 活用による運搬ルートの最

適化 
・運搬ロス（無駄な往復、積載量の

少ない運搬）の削減 
・法定速度の厳守（事故防止） 

運搬部 佐藤 

③ ガソリン ・一時停車時のエンジンストップ 
・車載エアコンの温度調節 

営業部 熊倉 

④ 灯油 ・ウォームビズの活動促進 
・残業削減による暖房使用時間の削

減 
 

全体 溝渕巨敏 

⑤ 紙使用量 ・裏紙の使用 
・社内文書の電子化促進 

総務 溝渕玲子 

⑥ 一般ごみ ・使い捨て製品（割り箸、紙コップ

等）の使用節減 
 

全体 溝渕巨敏 

⑦ 水使用量 ・本社水道使用の抑制、節約 
・残業削減による使用量の抑制 

総務 溝渕玲子 

⑧ リサイクル率 ・廃石膏ボードの不純物除去の活動

促進 
・ 

処理セン

ター部 
溝渕相弘 

⑨ 化学物質 ・使用機材（カゴ）を丁寧に扱う

（修理頻度の抑制） 
処理セン

ター部 
溝渕相弘 
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２０２３年５月３１日作成  

５．環境活動の取組結果の評価及び次年の取組内容 
１）二酸化炭素の削減 

項目 実施事項 単位 
２０２２年 目 標 

達成率 
判定 

環境経営計画の

取組状況の評価 実績 目標 

二酸化炭

素の削減 

総排出量の削減 
基準年実績から 

3％向上 

ｔ‐CO２ /

売上高 

（百万

円） 

957 1,053 110％ ○ 〇 

2021 年：1085.7（CO２排出量（724,187t‐CO２）÷売上高（667 百万円））基準年 
2022 年：957（CO２排出量（723,461t-CO２）÷売上高（756 百万円）） 
  今年度は価格改定などを実行に踏切り、売上向上による効率アップを実現す

ることが出来た。 
 次年度も同様のペースを維持できるよう処理作業の効率化と営業活動を促進す

ることで目標達成を実現させる。 
 
２）水使用量の削減 

項目 実施事項 単位 
２０２２年 目 標 

達成率 
判定 

環境経営計画の取

組状況の評価 実績 目標 

水使用量の

削減 

水道使用量の

削減 
基準年実績を 

維持 

㎥ 24 24 100％ 〇 ◯ 

 今年度も例年同様の作業量であったため水使用量は例年通りの結果となった。 
 次年度以降、米里処理センターで使用している水（井戸水）の集計、使用効率

化の施策も検討に入れ活動をすすめる。 
 
３）廃棄物の削減 

項目 実施事項 単位 
２０２２年 目 標 

達成率 
判定 

環境経営計画の取

組状況の評価 実績 目標 

廃棄物の 

削減 

紙使用量の削減 
基準年実績から 3％向上 

ｔ 0.79 0.78 98％ × 〇 

一般廃棄物の削減 
基準年実績を維持 

ｔ 2.5 0.96 38％ × △ 

 今年度は感染症対策として、主にオフィス内のゴミをなるべく溜め込まないよ

うにした。一般ごみの集計はゴミ袋の購入量で集計しているため、一般廃棄物の

量が多くなった。次年度以降、感染症流行の状況をみながら、事業場の廃棄物の

処分の仕方を検討していく。 
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４）環境分野における重点実施事項（リサイクル率向上） 

項目 実施事項 単位 
２０２２年 目 標 

達成率 
判定 

環境経営計画の

取組状況の評価 実績 目標 

受入廃棄物

のリサイク

ル率の向上 

リサイクル率の 

向上 
基準年実績から 3％向上 

％ 49 46.4 105.6％ 〇 ◎ 

 廃石膏ボードのリサイクルに注力した結果、リサイクル率が向上している。 
 次年度以降も廃石膏ボードのリサイクル率の必要性は高まると予測されるた

め、引き続き企業努力を重ね、効率を向上させる。 
 
５）化学物質使用量の削減 

項目 実施事項 単位 

２０２２年 削減実績

（基準年と

比較） 
判定 

環境経営計画

の取組状況の

評価 
実績 基準年 

化学物質使

用量の削減 

塗料の使用量の把

握、削減 
基準年実績を維持 

kg 49 500 1020％ ◯ ◯ 

 フレコンバック使用の機会が増え、カゴの使用頻度が減少している分、化学物

質（塗料、薄め液）の使用量も減少している。カゴの修理に要していた人員を、

廃棄物の分別に充てる事ができるという効果も出ている。 
 次年度以降も使用量はなるべく抑えていくよう活動を継続する。カゴの使用頻

度は業務内容に左右されるため数値目標は設定せず維持を目標とし、取扱量、保

管量が増えすぎないように注意しながら運用する。 
 
次年度以降 
６）ボランティア活動 
 ・札幌市 
  夏季は事業所付近のゴミ拾い、町内清掃を行う。 
  冬季は除雪作業を行う。 
  今後は、ゴミの分別の啓蒙活動に取り組む。 
 ・苫小牧市 

夏季は事業所付近のゴミ拾いを行う。 
冬季は除雪作業を行う。  

 
◎＝よくできている 〇＝できている △＝改善の余地あり ×＝内容修正対象 
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２０２３年５月３１日作成・確認 

６．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果 

並びに違反、訴訟等の有無 
 主な関連法規・同意したその他要求事項 該当する活動・遵守状況の確認・評価 違反 

1 廃棄物の処理及び清掃に関する

法律、施行令、施行規則 
産業廃棄物及び一般廃棄物の適

正処理の委託に関する事項 
収集運搬・保管・処分各基準の

遵守 

無 

2 産業廃棄物の処理及び清掃に関

する施行細則 
無 

3 大気汚染防止法 届出の要否の確認、各基準の遵守 無 
4 水質汚濁防止法 届出の要否の確認、各基準の遵守 無 
5 騒音規制法 各基準の遵守 無 
6 振動規制法 各基準の遵守 無 
7 家電リサイクル法 特定家電廃棄時の適正処分 無 
8 小型家電リサイクル法 小型家電廃棄時の適正処分 無 
9 自動車リサイクル法 引取業者への引渡し義務、預託金の預託 無 
10 フロン排出抑制法 簡易点検の実施 無 
11 消防法 危険物保管の基準遵守 無 
12 毒劇法 業務上取扱者の義務遵守 無 
13 PRTR 法 化学物質排出量の把握等 無 
14 北海道循環型社会形成の推進に関する条例 各基準遵守 無 
15 札幌市廃棄物の減量及び処理に関する条例 各基準遵守 無 
16 苫小牧市廃棄物の処理及び清掃に関する条例 各基準遵守 無 
17 北海道公害防止条例 届出の要否の確認、各基準の遵守 無 
18 札幌市生活環境の確保に関する条例 届出の要否の確認、各基準の遵守 無 
19 苫小牧市公害防止条例 届出の要否の確認、各基準の遵守 無 
20 札幌市環境基本条例 各基準遵守 無 
21 苫小牧市環境基本条例 各基準遵守 無 
22 札幌市火災予防条例 指定数量未満の危険物の貯蔵及

び取り扱い。届出の要否の確認 
無 

22 胆振東部消防事務組合火災予防

条例 
指定数量未満の危険物の貯蔵及

び取り扱い。届出の要否の確認 無 

・違反、訴訟等の有無 
 環境関連の違反、訴訟等はありませんでした。 
 なお、関係当局による違反等の指摘はありません。 
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７．代表者による全体の評価と見直し記録 
代 
表 
者 
に 
よ 
る 
評 
価 
・ 
見 
直 
し 

見直し項目 変更の必要性 変更「有」の場合の指示 
1 環境経営方針 有・無  
2 環境経営目標 有・無  
3 環境経営計画 

取組事項 
有・無  

4 実施体制 有・無 環境管理責任者の変更と、一部職

員の退職がありました。各自、互

いに配慮してシステムを運用して

ください。 
5 その他システ

ム関連 
有・無  

【代表者の総括コメント】 
 昨年はコロナウイルス感染症拡大が世間を脅かす中でも、事業を継続し、業績

を維持することができました。環境への配慮だけでなく、公衆衛生を保つうえで

も、当社の事業は大きく貢献できる分野です。特に近年は廃石膏ボードのリサイ

クル促進のニーズが高まっているため、当社でも活動を拡大し、廃棄物低減、リ

サイクル促進に取組み、事業を通してさらなる環境負荷低減につながる経営を実

現していきます。 

社  長 環境管理 
責 任 者 

  

2023/4/1 2023/4/1 

溝
渕 

 
溝
渕 

 


